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商洞象牙質に生じる "Remine r a liz a tion" の様相を観察するとともに、人工う蝕作成法を応用して
人工う蝕病変の進行抑制効果を実験的に検討した。
実験 1 .ヒト大臼歯抜去歯牙50本を用い、その頬面に 2 つの 5 級嵩洞を形成し、 人工う蝕作成装置
を用いて、あらかじめ嵩壁象牙質に軟化象牙質をつくり、その後一方の嵩洞に 8%フッ化第一錫溶液
(以下フッ化第一錫と略)を 4 分間塗布して実験側、他方に蒸留水を塗布して対照側とした。ただち







微鏡により確認された。以上の所見から、フッ化第一錫の塗布に関連した "Remineraliza tion" の形
が明らかにされた。きらに染色所見から実験側の寓洞象牙質に Böhmer氏 Aluminium一 Haematoxy 1-
in 染色で、退色層を、 Gallein染色でつよい陽性反応、像を認めた。 X線マイクロアナライザ「による分
析で、この部に錫およびフ、ソ素の存在を認めたが、とくに錫は表層部に、一方フッ素は表層下に比較的
限局して検出きれた。
実験 2. 本学歯学部附属病院保存科二診を訪れた患者て\第 3 大臼歯に C2の岐合面う蝕を有し、診
査の結果抜去が適当と判定された28歯 (16名)を選んだ。これらの歯牙にまず寓洞の外形を形成した
のち、径約1.5mmの鋭利なスプーンで軟化象牙質をできるだけ取り除き、 16歯にフッ化第一錫を塗布して
実験群、 12歯を対照群とした。塗布は 4 分間とした。その後一定の条件で削片型アマル方、ムを充填し





著明であった。これらの所見はin vivoにおけるフッ化第一錫による、Remineral iza tion" の生成を裏
付けるものであった。錫および、フッ素の分布状態も実験 1 のそれと大差がなかった。














きれ、かつ軟化象牙質の "Remineral ization" をきたし、実験的には二次う蝕の進行が抑制されるこ
とを示している。
これらの知見は、本法が臨床的にも二次う蝕の抑制に対する有効な手段となりうることを示唆した
ものと考える。
よって本研究は価値ある業績であり、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があるものと認める。
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